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ｂ．グラフにより求める方法

次に塩ビ管およびステンレス管の損失水頭を示し

ます。但し、この図は1m当りの新管の損失水頭で

すから求めたい長さに換算し、且つ計画に際して

は、経年変化を考慮して1.5倍を見込みます。

（例）

直径100mm長さ80mの真っ直ぐな配管にて

1.2m3/minの水を送る計画に際して損失水頭を求め

ます。配管はステンレス管とします。

図から1m当りの新しいステンレス管の損失水頭は

0.4kPa/mとなります。

hf＝0.4kPa/m×80m×1.5（計画係数）＝48kPa

（4.9m）を得ます。
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給水用硬質塩化ビニルライニング鋼管用局部損失相当長

呼び径
[㎜]

相　当　管　長　［m］

90°エルボ 45°エルボ
90°T
（分流）

90°T
（直流）

仕切弁 玉形弁 アングル弁 逆止め弁

15 3.0＊1 2.3＊1 3.8＊1 1.2＊1 3.5＊2 4.5 2.4 5.5＊2
20 3.1＊1 2.2＊1 3.8＊1 1.6＊1 2.3＊2 6.0 3.6 2.7＊2
25 3.2＊1 1.8＊1 3.3＊1 1.2＊1 1.7＊2 7.5 4.5 2.9＊2
32 3.6＊1 2.3＊1 4.0＊1 1.4＊1 1.3＊2 10.5 5.4 3.2＊2
40 3.3＊1 1.9＊1 3.6＊1 0.9＊1 1.7＊2 13.5 6.6 2.6＊2
50 3.3＊1 1.9＊1 3.5＊1 0.9＊1 1.9＊2 16.5 8.4 3.7＊2
65 4.4＊1 2.4＊1 4.4＊1 1.1＊1 0.48 19.5 10.2 4.6
80 4.6＊1 2.4＊1 4.9＊1 1.3＊1 0.63 24.0 12.0 5.7
100 4.7＊1, 4.2 2.7＊1, 2.4 6.6＊1, 6.3 1.5＊1, 1.2 0.81 37.5 16.5 7.6
125 5.1 3.0 7.5 1.5 0.99 42.0 21.0 10.0
150 6.0 3.6 9.0 1.8 1.20 49.5 24.0 12.0
200 6.5 3.7 14.0 4.0 1.40 70.0 33.0 15.0
250 8.0 4.2 20.0 5.0 1.70 90.0 43.0 19.0
注　＊1  管端防食形、鉄管継手協会資料による。
＊2  管端防食形、メーカ資料による。
１）フート弁はアングル弁と同じ、逆止め弁はスイング型の場合。
２）＊印のないデータは鋼管用のデータを使用。

出典：空気調和・衛生工学便覧第14版

3.3

図の如き配管系において管径100mm、直管部の合

計長さ80m、フート弁1ケ、エルボ4ケ、スルース

弁1ケのときの全摩擦損失を求めます。

水量は1.2m3/min、管はステンレス管とします。

直感部長さ…………………………………………80m

配管要素の直感相当長さ ……………………約42m

内訳　　フート弁 ……16.5

チェッキ弁（逆止弁）…… 7.6

スルース弁（仕切弁）…… 0.81

＋）エルボ4.2×4＝ 16.8
───────────────────────

122m

つまり122mの直管の損失水頭を求めます。前頁の

図より1m当りのステンレス管の損失水頭は

0.4kPa/mですから

hf＝0.4kPa/m×122m×1.5（計画係数）＝73.2kPa（7.5m）

を得ます。

全揚程

H＝Ha＋hf

＝（3＋26）＋7.5

＝36.5m
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それぞれの記号はγ＝揚液の密度kg/L（常温清水

のときγ＝1）、Q＝吐出し量K/min、H＝全揚程m、

η＝ポンプ効率、e＝余裕度、ηb＝1を示します。

ポンプ効率ηは下図を参照ください。A、B曲線

の値はそれぞれA効率、B効率と呼ばれいずれも

ポンプ関係のJIS（日本工業規格）から抜粋した

ものです。JISには、ポンプ特性曲線の最高ポン

プ効率がA効率以上であること、規定吐出し量に

おけるポンプ効率がB効率以上であることが記さ

れています。仕様を決定する際は、B効率の値で

行った方がよいでしょう。
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